
JP 2008-507301 A 2008.3.13

(57)【要約】
【解決手段】
　封入手段は、封入手段のシール作用を高めるためのス
プリング部材を含む。封入手段はフレキシブル容器での
使用に特に適している。封入手段は、それぞれが雄およ
び雌フック部分を含む雄および雌封入要素を含む。雄お
よび雌フック部分は相互に係合して、フレキシブル容器
の漏出防止シールとなる。スプリング部材は封入要素の
一方に装着されて、他の封入要素のフック部分に作用し
て、封入手段のシール作用を高めるものである。
　【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部と外部とを画定するフレキシブルな再シール可能漏出防止容器の封入手段であって
、
　長手方向に延在する雄封入要素であって、一部に延在する一対の雄フック部分を含み、
該雄フック部分が反対向きである、雄封入要素と、
　所定の長さにわたって雄封入要素と係合するのに適した、長手方向に延在する雌封入要
素であって、一部に延在する一対の雌フック部分を含み、該雌フック部分が相互に近接す
るように延出し、該雌フック部分が、該封入手段が完全に閉塞された時に前記雄フック部
分と嵌合および当接するのに適している、雌封入要素と、
　前記封入要素の少なくとも一方に装着されて、前記封入手段が完全に閉塞された時に他
の封入要素の前記フック部分の少なくとも一つへ荷重を印加するのに適している少なくと
も一つのスプリング部材と、
を包含する封入手段。
【請求項２】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が湾曲している、請求項１の封入手段。
【請求項３】
　前記雄封入要素が、ベース部分と、該ベース部分から延出するとともに該ベース部分に
一体的に装着された一対の離間ウェブとを含み、該ウェブが前記雄フック部分を含むとと
もに該雄フック部分を終端とし、前記雌封入要素が、ベース部分と、該ベース部分から延
出するとともに該ベース部分に一体的に装着された一対の離間ウェブとを含み、該ウェブ
が前記雌フック部分を含むとともに該雌フック部分を終端とする、請求項１の封入手段。
【請求項４】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が前記雌封入要素の前記ベース部分に一体的に装
着されるとともに、該少なくとも一つのスプリング部材が前記雄フック部分の少なくとも
一つに作用する、請求項３の封入手段。
【請求項５】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が前記雄封入要素の前記ベース部分に一体的に装
着されるとともに、該少なくとも一つのスプリング部材が前記雌フック部分の少なくとも
一つに作用する、請求項３の封入手段。
【請求項６】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が二つのスプリング部材を含む、請求項４の封入
手段。
【請求項７】
　前記二つのスプリング部材が相互に離間するように延出するように延出する、請求項６
の封入手段。
【請求項８】
　前記二つのスプリング部材が相互に近接延出する、請求項６の封入手段。
【請求項９】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が二つのスプリング部材を含む、請求項５の封入
手段。
【請求項１０】
　前記二つのスプリング部材が相互に離間延出するように延出する、請求項９の封入手段
。
【請求項１１】
　前記二つのスプリング部材が相互に近接延出するように延出する、請求項９の封入手段
。
【請求項１２】
　前記ベース部分に一体的に装着されるとともに該ベース部分から延出する、離間して平
行に配置された一対のガイドウィングを前記雄封入要素が含み、該ガイドウィングが、前
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記封入手段の閉塞中に前記雌フック部分と前記雌封入要素のウェブとを案内するのに適し
ている、請求項３の封入手段。
【請求項１３】
　完全閉塞位置にある時に前記ガイドウィングが前記雌封入要素の前記ウェブに作用する
、請求項１２の封入手段。
【請求項１４】
　完全閉塞位置にある時に前記ガイドウィングが前記雌封入要素の前記雌フック部分に作
用する、請求項１２の封入手段。
【請求項１５】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が少なくとも二つのスプリング部材を包含し、該
少なくとも二つのスプリング部材の少なくとも一つが前記雄封入要素に装着され、該少な
くとも二つのスプリング部材の少なくとも一つが前記雌封入要素に装着される、請求項１
の封入手段。
【請求項１６】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が少なくとも二つのスプリング部材を包含し、該
少なくとも二つのスプリング部材の少なくとも一つが前記雄封入要素に装着され、該少な
くとも二つのスプリング部材の少なくとも一つが前記雌封入要素に装着される、請求項３
の封入手段。
【請求項１７】
　前記スプリング部材が前記一対の雌フック部分の間に装着される、請求項４の封入手段
。
【請求項１８】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が、前記ガイドウィングと、前記容器の前記外部
に隣接する前記雄封入要素のウェブとの間において該雄封入要素の前記ベース部分に装着
されるとともに、前記雌フック部分の少なくとも一つに作用する、請求項１２の封入手段
。
【請求項１９】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が、前記ガイドウィングと、前記容器の前記内部
に隣接する前記雄封入要素のウェブとの間において該雄封入要素の前記ベース部分に装着
されるとともに、前記雌フック部分の少なくとも一つに作用する、請求項１２の封入手段
。
【請求項２０】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が少なくとも三つのスプリング部材を包含し、該
少なくとも三つのスプリング部材の少なくとも一つが、前記雌フック部分の間において前
記雌封入要素に装着され、該少なくとも三つのスプリング部材の少なくとも一つが、前記
ガイドウィングと、前記容器の前記外部に隣接するウェブとの間において該雄封入要素に
装着され、該少なくとも三つのスプリング部材の少なくとも一つが、前記ガイドウィング
と、該容器の前記内部に隣接するウェブとの間において該雄封入要素に装着される、請求
項１２の封入手段。
【請求項２１】
　前記雄封入要素の前記一対のウェブが第１ウェブと第２ウェブとを包含し、該第１ウェ
ブが第１側と第２側とを持つとともに該第２ウェブが第１側と第２側を持ち、該第１ウェ
ブの該第２側と該第２ウェブの該第２側とが相互に隣接し、前記少なくとも一つのスプリ
ング部材が、該第１ウェブの該第１側に隣接して配置される、請求項５の封入要素。
【請求項２２】
　前記雄封入要素の前記一対のウェブが第１ウェブと第２ウェブとを包含し、該第１ウェ
ブが第１側と第２側とを持つとともに該第２ウェブが第１側と第２側を持ち、該第１ウェ
ブの該第２側と該第２ウェブの該第２側とが相互に隣接し、前記少なくとも一つのスプリ
ング部材が、該第２ウェブの該第１側に隣接して配置される、請求項５の封入要素。
【請求項２３】
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　前記少なくとも一つのスプリング部材が直線部材である、請求項１の封入手段。
【請求項２４】
　内部と外部とを画定するフレキシブルな再シール可能漏出防止容器であって、
　第１および第２側壁を画定する肉薄フィルムと、
　封入手段であって、さらに、所定の長さにわたって相互に係合するのに適した、長手方
向に延在する雄および雌封入要素を包含する封入手段であり、該雄封入要素が、一部に延
在する一対の雄フック部分を持ち、該雄フック部分が相互に反対向きであり、該雌封入要
素が、一部に延在する一対の雌フック部分を持ち、該雌フック部分が相互に近接延出する
とともに該封入手段が完全に閉塞された時に該雄フック部分と嵌合および当接することに
より前記容器の内部と外部とを画定するのに適している、封入要素と、該封入手段が完全
に閉塞された時に他の封入要素の該フック部分の少なくとも一つに荷重を印加するのに適
した、いずれかの封入要素に装着される少なくとも一つのスプリング部材とを包含する封
入手段と、
を包含する容器。
【請求項２５】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が湾曲している、請求項２４の容器。
【請求項２６】
　前記雄封入要素が、ベース部分と、該ベース部分から延出するとともに該ベース部分に
一体的に装着された一対の離間ウェブとを含み、該ウェブが前記雄フック部分を含むとと
もに該雄フック部分を終端とし、前記雌封入要素が、ベース部分と、該ベース部分から延
出するとともに該ベース部分に一体的に装着された一対の離間ウェブとを含み、該ウェブ
が前記雌フック部分を含むとともに該雌フック部分を終端とする、請求項２４の容器。
【請求項２７】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が前記雌封入要素の前記ベース部分に一体的に装
着されるとともに、前記封入手段が閉塞位置にある時に該少なくとも一つのスプリング部
材が前記雄フック部分の少なくとも一つに作用する、請求項２６の容器。
【請求項２８】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が前記雄封入要素の前記ベース部分に一体的に装
着されるとともに、前記封入手段が閉塞位置にある時に該少なくとも一つのスプリング部
材が前記雌フック部分の少なくとも一つに作用する、請求項２６の容器。
【請求項２９】
　前記雄封入要素が、該雄封入要素に一体的に装着されるとともに該雄封入要素から延出
する、離間して平行に配置された一対のガイドウィングを含み、該ガイドウィングが、閉
塞中に前記雌封入要素の前記ウェブを案内するのに適している、請求項２６の容器。
【請求項３０】
　閉塞位置にある時に、前記ガイドウィングが前記雌封入要素の前記ウェブに作用する、
請求項２９の容器。
【請求項３１】
　閉塞位置にある時に、前記ガイドウィングが前記雌封入要素の前記雌フック部分に作用
する、請求項２９の容器。
【請求項３２】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が前記容器の前記内部に近接延出するとともに、
該容器の該内部に隣接する前記雄フック部分に作用する、請求項２７の容器。
【請求項３３】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が前記容器の前記外部に近接延出するとともに、
該容器の該外部に隣接する前記雄フック部分に作用する、請求項２７の容器。
【請求項３４】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が二つのスプリング部材を含む、請求項２７の容
器。
【請求項３５】
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　一つのスプリング部材が前記容器の前記内部に近接延出するとともに、該容器の該内部
に隣接する前記雄フック部分に作用し、一つのスプリング要素が該容器の前記外部に近接
延出するとともに、該容器の該外部に隣接する該雄フック部分に作用する、請求項３４の
容器。
【請求項３６】
　少なくとも一つのスプリング部材が前記容器の前記内部に近接延出するとともに、該容
器の該内部に隣接する前記雌フック部分に作用する、請求項２８の容器。
【請求項３７】
　少なくとも一つのスプリング部材が前記容器の前記内部に近接延出するとともに、該容
器の前記外部に隣接する前記雌フック部分に作用する、請求項２８の容器。
【請求項３８】
　少なくとも一つのスプリング部材が前記容器の前記外部に近接延出するとともに、該容
器の前記内部に隣接する前記雌フック部分に作用する、請求項２８の容器。
【請求項３９】
　少なくとも一つのスプリング部材が前記容器の前記外部に近接延出するとともに、該容
器の該外部に隣接する前記雌フック部分に作用する、請求項２８の容器。
【請求項４０】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が二つのスプリング部材を含む、請求項２８の容
器。
【請求項４１】
　一つのスプリング部材が前記容器の前記内部に近接延出するとともに、該容器の該内部
に隣接する前記雌フック部分に作用し、一つのスプリング部材が前記容器の前記外部に近
接延出するとともに、該容器の該外部に隣接する前記雌フック部分に作用する、請求項４
０の容器。
【請求項４２】
　一つのスプリング部材が前記容器の前記外部に近接延出するとともに、該容器の該内部
の付近の前記雌フック部分に作用し、一つのスプリング部材が前記容器の前記内部に近接
延出するとともに、該容器の該外部の付近の前記雌フック部分に作用する、請求項４０の
容器。
【請求項４３】
　前記雄および雌封入要素が前記フィルムに接続され、該フィルムが該封入要素の間に延
在する、請求項２４の容器。
【請求項４４】
　前記封入要素が前記フィルムの同じ側に配置される、請求項４３の容器。
【請求項４５】
　前記封入要素が前記フィルムの反対側に配置される、請求項４３の容器。
【請求項４６】
　前記封入要素が前記フィルムに一体的に装着される、請求項４３の容器。
【請求項４７】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が少なくとも二つのスプリング部材を包含し、該
少なくとも二つのスプリング部材の少なくとも一つが前記雄封入要素に装着され、該少な
くとも二つのスプリング部材の少なくとも一つが前記雌封入要素に装着される、請求項２
４の容器。
【請求項４８】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が少なくとも四つのスプリング部材を包含し、該
少なくとも四つのスプリング部材の少なくとも二つが前記雄封入要素に装着され、該少な
くとも四つのスプリング部材の少なくとも二つが前記雌封入要素に装着される、請求項２
４の容器。
【請求項４９】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が少なくとも三つのスプリング部材を包含し、該
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少なくとも三つのスプリング部材の少なくとも二つが前記雄封入要素に装着され、該少な
くとも三つのスプリング部材の少なくとも一つが前記雌封入要素に装着される、請求項２
４の容器。
【請求項５０】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が少なくとも三つのスプリング部材を包含し、該
少なくとも三つのスプリング部材の一つが前記雄封入要素に装着され、該少なくとも三つ
のスプリング部材の少なくとも二つが前記雌封入要素に装着される、請求項２４の容器。
【請求項５１】
　前記スプリング部材が前記一対の雌フック部分の間に装着される、請求項２７の容器。
【請求項５２】
　前記二つのスプリング部材が前記一対の雌フック部分の間に装着される、請求項３４の
容器。
【請求項５３】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が、前記ガイドウィングと、前記容器の前記外部
に隣接する前記雄封入要素のウェブとの間において該雄封入要素の前記ベース部分に装着
されるとともに、前記雌フック部分の少なくとも一つに作用する、請求項２９の容器。
【請求項５４】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が、前記ガイドウィングと、前記容器の前記内部
に隣接する前記雄封入要素のウェブとの間において該雄封入要素の前記ベース部分に装着
されるとともに、前記雌フック部分の少なくとも一つに作用する、請求項２９の容器。
【請求項５５】
　前記雄封入要素の前記一対のウェブが第１ウェブと第２ウェブとを包含し、該第１ウェ
ブが第１側と第２側とを持ち、該第２ウェブが第１側と第２側とを持ち、該第１ウェブの
該第２側と該第２ウェブの該第２側とが相互に隣接し、前記少なくとも一つのスプリング
部材が該第１ウェブの該第１側に隣接して配置される、請求項２８の容器。
【請求項５６】
　前記雄封入要素の前記一対のウェブが第１ウェブと第２ウェブとを包含し、該第１ウェ
ブが第１側と第２側とを持ち、該第２ウェブが第１側と第２側とを持ち、該第１ウェブの
該第２側と該第２ウェブの該第２側とが相互に隣接し、前記少なくとも一つのスプリング
部材が該第２ウェブの該第１側に隣接して配置される、請求項２８の容器。
【請求項５７】
　前記少なくとも一つのスプリング部材が直線部材である、請求項２４の容器。
【請求項５８】
　長手方向に延在する雄封入要素であって、一部に延在する一対の雄フック部分を含み、
該雄フック部分が相互に反対向きである、雄封入要素を設けることと、
　所定の長さにわたって雄封入要素と係合するのに適した、長手方向に延在する雌封入要
素であって、一部に延在する一対の雌フック部分を含み、該雌フック部分が相互に近接延
出する雌フック部分であって、該雌フック部分が、該封入手段が完全に閉塞された時に前
記雄フック部分と嵌合および当接するのに適している、雌封入要素を設けることと、
　前記封入要素の少なくとも一方に装着されて、前記封入手段が完全に閉塞された時に他
の封入要素の前記フック部分の少なくとも一つへ荷重を印加するのに適している少なくと
も一つのスプリング部材を設けることと、
を包含する、封入手段の製造方法。
【請求項５９】
　前記雄封入要素が、ベース部分と、該ベース部分から延出するとともに該ベース部分に
一体的に装着された一対の離間ウェブとを含み、該ウェブが前記雄フック部分を含むとと
もに該雄フック部分を終端とし、前記雌封入部分が、ベース部分と、該ベース部分から延
出するとともに該ベース部分に一体的に装着された一対の離間ウェブとを含み、該ウェブ
が前記雌フック部分を含むとともに該雌フック部分を終端とする、請求項５８の方法。
【請求項６０】
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　さらに、肉薄フィルムを設けるとともに、前記雄および雌封入要素を該肉薄フィルムに
装着し、該肉薄フィルムが該封入要素の間に延在する、請求項５９の方法。
【請求項６１】
　前記肉薄フィルムと前記スプリング部材と前記雄および雌封入要素とが、一体形成され
た単体に設けられる、請求項５９の方法。
【請求項６２】
　内部と外部とを画定するフレキシブルな再シール可能漏出防止容器のための封入手段で
あって、
　長手方向に延在する雄封入要素であって、一部に延在する雄フック部分を含む雄封入要
素と、
　所定長さにわたって前記雄封入要素と係合するのに適した、長手方向に延在する雌封入
要素であって、一部に延在する雌フック部分を含み、該雌フック部分が、前記封入手段が
完全に閉塞された時に該雄フック部分と嵌合および当接するのに適した、雌封入要素と、
　前記封入要素の少なくとも一方に装着されるとともに、前記封入手段が完全に閉塞され
た時に他の封入要素の前記フック部分に荷重を印加するのに適した少なくとも一つのスプ
リング部材と、
を包含する封入手段。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は概して封入手段、より詳しくはスプリング部材を備える再シール可能な漏出防
止封入手段に関連する。本発明は、プラスチックバッグを含むフレキシブルな保管容器の
締結に特に適している。
【背景技術】
【０００２】
　プラスチックバッグを含む容器の封入のための封入手段の使用は、概ねよく知られてい
る。封入手段と関連の容器は一般的に、熱可塑性材料で形成される。押出成形による封入
手段の製造は、封入手段の技術の熟練者には概ね周知である。封入手段は概ね、押出成形
されてから容器に装着されるか、容器と一体的に形成される。
【０００３】
　これらの手段は再シール可能であって、容器の再使用を可能にする。概して、封入手段
は容器内部からの開封に対しては比較的高い抵抗を持つのに対して、外部からは比較的容
易に開封できる。しかし状況によっては、外部からの開封に対しても高い抵抗を付与する
ことが封入手段にとって望ましいこともある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　内部の中身と外部の環境の変化のため、容器の内部は比較的高圧または比較的低圧の状
態にある。内部または外部からの開封に対して適切な抵抗を付与して容器を封入状態に保
持するため、封入手段は一般的に係合フックの組合せを使用する。封入手段によっては、
係合フックの間の接触面が容器の主要シールとなる。この設計の難点の一つは、外部から
の開封とともに閉塞が容易な封入を維持しながら、確実な封入を行い、気密または漏出防
止のシールとすることである。場合によっては、フックの若干の変形のため、または、図
３３に見られるように封入手段が使用される状態によってフックが相互に接触しないため
、係合フックが相互に接触していないが閉塞状態にあるということも起こる。閉塞位置に
おいて係合フックが密着係合していない場合には、封入手段は適切な気密または漏出防止
シールとはならない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以上を鑑みて、本発明はフレキシブル容器のための改良型封入手段を提供する。より詳
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しく述べると、本発明は、このような封入手段を含むフレキシブル容器のための封入動作
を改良する封入手段と、封入手段を製造する方法とに関連する。
【０００６】
　本発明によれば、封入手段は相互に係合するとともに所定の長さだけ延在する雄および
雌封入要素を備える。一般的にこの長さは、封入手段が装着される予定のフレキシブル容
器の幅である。雄および雌封入要素は、閉塞位置において封入手段の係合を容易にするフ
ック部分を含む。さらに、封入要素の少なくとも一方は、封入手段のシール動作を容易に
するスプリング部材を含む。スプリング部材は、係合フック部分の間の接触力を高めてフ
ック部分を一層密着させることにより、封入手段のシールを強化する。また、容器の中身
の漏出を阻止する付加的妨害物となる付加的接触面を設けることにより、シール作用を高
める。
【０００７】
　開示発明の別の実施例によれば、封入手段は多数のスプリング部材を含む。付加的スプ
リング部材は、雄と雌のいずれかの封入要素に装着される。付加的スプリング部材を設け
ることにより、封入要素はより確実に係合してより広い接触面が設けられ、バッグの中身
の漏出を阻止する。
【０００８】
　以下の発明の説明を読み、添付図面を参考にすれば、本発明のこれらおよび他の特徴と
長所は一層容易に明らかとなるだろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１は、シール可能な長手方向延在封入手段１０２を含むプラスチックバッグ１００の
形の、本発明によるフレキシブル容器を示す。封入手段１０２は、ほぼバッグ１００の幅
にわたって延在する。バッグ１００は、バッグ１００の底部１０６がＵ字に畳まれた肉薄
のプラスチックフィルム１０４から形成される。フィルム１０４は容器の側壁１０８，１
１０を形成する。一般的に、側壁１０８，１１０は、垂直エッジ１１２，１１４で熱シー
ルされることにより、容器を形成する。封入手段１０２の端部は熱シールされる。側壁１
０８，１１０は封入手段１０２よりも延出して口部１１６，１１８となり、バッグ１００
、より詳しくは封入手段１０２の開封を簡単にする。封入手段１０２全体は一般的に、エ
ッジ１１２からエッジ１１４のように、バッグの一方のエッジから始まりバッグの他方の
エッジへ向かって操作することにより閉塞される。
【００１０】
　図２は、本発明の一実施例による、非閉塞状態で描かれた漏出防止封入手段１０２の断
面図である。封入手段１０２は、所定の長さにわたって係合する雌および雄封入要素１３
０，１３２を包含する。雌および雄封入要素１０３，１３２は押出成形されてから容器の
側壁に装着される。
【００１１】
　雌封入要素１３０は、ベース部分１３４と、離間して平行に配置された一対のウェブ１
３６，１３８と、一対の雌フック部分１４０，１４２と、スプリング部材１４４とを含む
。ウェブ１３６，１３８はベース部分１３４から延出して、それぞれ雌フック部分１４０
，１４２を含み、これを終端とする。雌フック部分１４０，１４２は相互に近接延出して
いる。雌フック部分１４０，１４２は、雌および雄封入要素１３０，１３２の閉塞中に雌
封入要素１３０、より詳しくは雌フック部分１４０，１４２を案内する役割を果たすガイ
ド面１４６，１４８を含む。スプリング部材１４４は、ベース部分１３４から延出する。
一般的に、雌封入要素１３０のベース部分１３４とウェブ１３６，１３８とスプリング部
材１４４とは、単体から一体的に形成される。
【００１２】
　雌封入要素１３０と係合および当接するのに適した雄封入要素１３２は、ベース部分１
５０と、離間して平行に配置された一対のウェブ１５２，１５４と、一対の雄フック部分
１５６，１５８と、離間して平行に配置された一対のガイドウィング１６０，１６２とを
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含む。ウェブ１５２，１５４はベース部分１５０から延出し、それぞれ雄フック部分１５
６，１５８を含み、これを終端とする。雄フック部分１５６，１５８は相互に離間延出し
、それぞれ雌フック部分１４０，１４２と嵌合するのに適している。雄フック部分１５６
，１５８は、雌および雄封入要素１３０，１３２の閉塞中に、雄封入要素１３２、より詳
しくは雄フック部分１５６，１５８を案内する役割を果たすガイド面１６４，１６６を含
む。ガイドウィング１６０，１６２はベース部分１５０から延出して、ウェブ１５２，１
５４と平行に配置される。一般的に、雄封入要素１３２のベース部分１５０とウェブ１３
６，１３８とガイドウィング１６０，１６２とは、単体に一体形成される。
【００１３】
　図３は、図２の封入手段１０２を示すが、閉塞位置で描かれている。閉塞位置では、雌
フック部分１４０，１４２は雄フック部分１５６，１５８と係合している。すなわち、概
ね接触面１６８において雌フック部分１４０が雄フック部分１５６と嵌合し、概ね接触面
１７０において雌フック部分１４２が雄フック部分１５８と嵌合しているのである。嵌合
したフック部分の間の接触力は、容器の開封に抵抗する。さらに、フック部分が相互に嵌
合する接触面１６８，１７０は封入手段１０２のシールとなる。
【００１４】
　閉塞位置において、封入手段１０２は容器の内部１７２と外部１７４とを画定する。こ
の実施例では、スプリング部材１４４が容器の内部１７２に近接延出する。図のように、
スプリング部材１４４は湾曲している。スプリング部材は他の形状を持ってもよいことに
言及すべきである。例えば、非閉塞位置においてスプリング部材は略直線部材または「Ｚ
字形」部材であってもよい。雌封入要素１３０のベース部分１３４から延出するスプリン
グ部材１４４は、容器の内部１７２に隣接する雄フック部分１５８に作用する。雄フック
部分１５８に作用することにより、スプリング部材１４４は、雄フック部分１５８と嵌合
する雌フック部分１４２に雄フック部分１５８を押圧する。そのうえ、雄フック部分１５
８に作用することにより、スプリング部材１４４は雌フック部分１４２を雄フック部分１
５８へ引き寄せる。これらの作用により、接触面１７０では雄フック部分１５８と雌フッ
ク部分１４２とのより密着した嵌合およびシールが生じる。スプリング部材１４４は、接
触面１７０のシールを強化するばかりでなく、スプリング部材１４４が雄フック部分１５
８に作用する接触面１７６に付加的シールを設ける。こうして、接触面１７０におけるシ
ール作用を強化するとともに接触面１７６に付加的シールを設けることにより、スプリン
グ部材１４４は封入手段１０２のシール作用をかなり強化する。以下で開示するように、
本発明の他の実施例では、封入手段に付加的スプリング部材を追加してもよい。これらの
付加的スプリング部材は、バッグの中身を制限するとともにその漏出を防止することによ
りシールとして作用する付加的接触面となる。スプリング部材はまた、封入要素の嵌合を
向上させることにより、係合した雄および雌フック部分の間のシール作用を向上させる。
【００１５】
　図４～７は、本発明による封入手段１０２の概略閉塞手順を示す。図４は閉塞手順の開
始を示し、雌フック部分１４０，１４２のガイド面１４６，１４８と雄フック部分１５６
，１５８のガイド面１６４，１６６が接触を開始する。すなわち、雌フック部分１４０の
ガイド面１４６と雄フック部分１５６のガイド面１６４とが相互に接触し始める。雌フッ
ク部分１４２のガイド面１４８と雄フック部分１５８のガイド面１６６とが相互に接触し
始める。雌および雄封入要素１３０，１３２がこの時点で正確に整合していない場合には
、正確な閉塞のための封入手段１３０，１３２の整合をガイドウィング１６０，１６２が
補助する。
【００１６】
　図５では、雌および雄封入要素１３０，１３２がともに押圧され始める。封入要素１３
０，１３２が近接するにつれて、雌フック部分１４０，１４２のガイド面１４６，１４８
のそれぞれは、雄フック部分１５６，１５８のガイド面１６４，１６６のそれぞれに対し
て摺動を開始する。雌封入要素１３０のウェブ１３６，１３８が相互から離間するように
弾性撓曲を開始し、一方、雄封入要素１３２のウェブ１５２，１５４は相互へ近接するよ
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うに弾性撓曲を開始する。
【００１７】
　図６では、雌および雄封入要素１３０，１３２は図５と比較して相互に近接した状態で
押圧される。雌フック部分１４０，１４２のガイド面１４６，１４８はそれぞれ、雄フッ
ク部分１５６，１５８のガイド面１６４，１６６のそれぞれに対する摺動を続ける。雌封
入要素１３０のウェブ１３６，１３８は相互に離間するようにさらに弾性撓曲する。雄封
入要素１３２のウェブ１５２，１５４は、相互に近接するようにさらに弾性撓曲する。さ
らに、雄および雌封入要素１３０，１３２が相互に近接し続けると、スプリング部材１４
４が雄フック部分１５８のガイド面１６６と接触面１７６において接触し始める。
【００１８】
　図７に図示された閉塞位置では、雌および雄封入要素１３０，１３２は係合している。
この位置では、雌フック部分１４０，１４２はそれぞれ雄フック部分１５６，１５８とほ
ぼ嵌合している。さらに、雌封入要素１３０のウェブ１３６，１３８と雄封入要素１３２
のウェブ１５２，１５４とは、図４の未撓曲状態とほぼ同様の略未撓曲状態に戻る。しか
し、閉塞位置ではウェブの若干の撓曲が存在してもよい。
【００１９】
　この閉塞位置では、スプリング部材１４４は雌封入要素１３０のベース部分１３４へほ
ぼ向かうように弾性撓曲している。スプリング部材１４４の弾性撓曲によってスプリング
部材１４４は接触面１７６で雄フック部分１５８に作用し、雄フック部分１５８を雌フッ
ク部分１４２へ押圧することにより、接触面１７０におけるシール作用を強化する。スプ
リング部材１４４と雄フック部分１５８との間の接触面１７６も、付加的シールとなる。
【００２０】
　雄封入要素１３２のガイドウィング１６０，１６４は、雌および雄封入要素１３０，１
３２の閉塞を補助する。ガイドウィング１６０，１６４は、閉塞中に雌および雄封入要素
１３０，１３２を相互に近接するように案内および誘導する外側整合部材として設けられ
ている。
【００２１】
　図８，９は、それぞれ非閉塞および閉塞位置におけるクレーム記載発明の別の実施例を
示す。この開示実施例は図２，３の実施例と類似している。しかしこの実施例では、雌封
入要素２３０のベース部分２３４から延出するスプリング部材２４４が、容器の外部２７
４へ向かって延出している。図９で最も分かりやすいように、閉塞位置において容器の外
部２７４に隣接する雄フック部分２５６に、スプリング部材２４４が作用する。すなわち
、スプリング部材２４４は接触面２７６でガイド面２６４に作用するのである。
【００２２】
　図１０，１１は、それぞれ非閉塞および閉塞位置における、本発明による封入手段の別
の実施例を示す。この実施例は、図２，８の実施例に類似しており、その組合せである。
この実施例では、二つのスプリング部材３４４，３７８が雌封入要素３３０のベース部分
３３４から延出する。図１１に最も分かりやすく図示されているように、スプリング部材
３４４は、容器の外部３７４に隣接する雄フック部分３５６に接触面３７６で作用する。
スプリング部材３７８は、容器の内部３７２に隣接する雄フック部分３５８に接触面３８
０で作用する。
【００２３】
　図１２は、非閉塞位置におけるクレーム記載発明の別の実施例を示す。図１２では、雌
封入要素４３０はスプリング部材４４４を含み、図２に開示されたものと類似している。
この実施例の雄封入要素４３２は、ベース部分４５０から延出するスプリング部材４７８
を含む。スプリング部材４７８は、容器の外部４７４に隣接するウェブ４５２とガイドウ
ィング４６０との間に配置され、これらとほぼ平行である。
【００２４】
　図１３は閉塞位置における図１２の実施例を示す。図のように、スプリング部材４７８
は容器の内部４７２に向かって延出し、ベース部分４５０に一体的に装着されている。こ
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の実施例では、容器の外部４７４に隣接する雌フック部分４４０にスプリング部材４７８
が作用する。
【００２５】
　図１４，１５は、それぞれ非閉塞および閉塞位置で描かれたクレーム記載発明の別の実
施例を示す。この実施例は、図１２，１３の実施例と類似している。この別の実施例も同
様に、雌封入要素５３０のベース部分５３４から延出するスプリング部材５４４を含む。
しかし、雄封入要素５３２のベース部分５５０から延出するスプリング部材５７８は、容
器の外部５７４に向かって延出する。図１３の実施例と同様に、この実施例のスプリング
部材５７８は、容器の外部５７４に隣接する雌フック部分５４０に作用する。
【００２６】
　図１６は、非閉塞位置で描かれたクレーム請求発明の封入手段の別の実施例を示す。こ
の実施例は、スプリング部材６７８の配置を除いて、図１２の実施例と類似している。こ
の実施例も同様に、雌封入要素６３０のベース部分６３４から延出するスプリング部材６
４４を含む。図１６に見られるように、この実施例の雄封入要素６３２は、ベース部分６
５０と、ベース部分６５０から延出するスプリング部材６７８とを含む。スプリング部材
６７８は、容器の内部６７４に隣接するウェブ６５４とガイドウィング６６２との間に配
置され、これらとほぼ平行である。スプリング部材６７８は容器の内部６７２に向かって
延出し、ベース部分６５０に一体的に装着されている。図１７は、閉塞位置におけるこの
実施例の図である。この実施例では、容器の内部６７２に隣接する雌フック部分６４２に
スプリング部材６７８が作用する。
【００２７】
　図１８，１９は、それぞれ非閉塞および閉塞位置で描かれたクレーム記載発明の別の実
施例である。この実施例は、図１６，１７の実施例に類似している。この実施例も同様に
、雌封入要素７３０のベース部分７３４から延出するスプリング部材７４４を含む。しか
しこの実施例では、雄封入要素７３２のスプリング部材７７８は容器の外部７７４に向か
って延出している。
【００２８】
　図２０は、非閉塞位置で描かれたクレーム請求発明の別の実施例を示す。この実施例は
図１２，１８の実施例の組合せである。この実施例も同様に、雌封入要素８３０のベース
部分８３４から延出して上で説明したように機能するスプリング部材８４４を含む。しか
し、雄封入要素８３２は、ベース部分８５０と、相互に向かって延出するとともにベース
部分８５０から延出する二つのスプリング部材８７８，８８２とを含む。第１スプリング
部材８７８は、容器の外部８７４に隣接するウェブ８５２とガイドウィング８６０との間
に配置されるとともに、これらにほぼ平行である。第２スプリング部材８８２は、容器の
内部８７２に隣接するウェブ８５４とガイドウィング８６２との間に配置されるとともに
、これらにほぼ平行である。
【００２９】
　図２１は、閉塞位置で描かれた図２０の実施例の追加図である。この実施例では、第１
スプリング部材８７８は、容器の外部８７４に隣接する雌フック部分８４０に作用する。
第２スプリング部材８８２は、容器の内部８７２に隣接する雌フック部分８４２に作用す
る。
【００３０】
　図２２，２３は、それぞれ非閉塞および閉塞位置で描かれた開示発明の別の実施例を示
す。この実施例は、図２０，２１の実施例と類似している。この実施例も同様に、雌封入
要素９３０のベース部分９３４から延出するスプリング部材９４４を含む。しかし、雄封
入要素９３２のベース部分９５０から延出するスプリング部材９７８，９８２は、相互に
離間するように延出している。
【００３１】
　図２４，２５は、それぞれ非閉塞および閉塞位置で描かれた開示発明の別の実施例を示
す。この実施例は、図１０，２２の実施例に類似しており、その組合せである。雌封入要
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素１０３０は、図１０に開示された雌封入要素３３０と同じである。雌封入要素１０３０
のベース部分１０３４から延出する二つのスプリング部材１０４４，１０７８を、雌封入
要素１０３０は含む。スプリング部材１０４４，１０７８は相互に離間するように延出し
ている。雄封入要素１０３２は、図２２に開示された雄封入要素９３２と同じである。図
２２と同様に、この実施例の雄封入要素１０３２は、ベース部分１０５０から延出する二
つのスプリング部材１０８２，１０８４を含む。スプリング部材１０８２，１０８４は相
互に離間するように延出する。この実施例の別の構造では、雄封入要素１０３２のスプリ
ング部材１０８２，１０８４が相互に近接するように延出するように変形されてもよい。
この別の実施例は、図２０，２１に図示された雄封入要素８３２と類似する雄封入要素１
０３２を持つ。
【００３２】
　図２６は、非閉塞位置で描かれた本発明の別の実施例を示す。この実施例は、図２に開
示された実施例と類似している。この実施例では、雌封入要素１１３０は図２に図示され
た雌封入要素１３０とほぼ同じである。雌封入要素１１３０は、ベース部分１１３４と、
スプリング部材１１４４と、離間して平行に配置された一対のウェブ１１３６，１１３８
とを含む。スプリング部材１１４４とウェブ１１３６，１１３８とはベース部分１１３４
から延出する。
【００３３】
　雄封入要素１１３２は、図２に開示された雄封入要素１３２と類似している。雄封入要
素１１３２は、ベース部分１１５０と、離間して平行に配置された一対のガイドウィング
１１６０，１１６２と、離間して平行に配置された一対のウェブ１１５２，１１５４とを
含む。ガイドウィング１１６０，１１６２とウェブ１１５２，１１５４とはベース部分１
１５０から延出する。
【００３４】
　図２７に最も分かりやすく図示されているように、この実施例と図２の実施例の相違は
、この実施例では、ガイドウィング１１６０，１１６２が雌封入要素１１３０のウェブ１
１３６，１１３８の一部と接触してここに作用するようにガイドウィング１１６０，１１
６２とウェブ１１３６，１１３８が変形されていることである。容器の外部１１７４に隣
接して配置されたガイドウィング１１６０は、接触面１１８６でウェブ１１３６に作用す
る。容器の内部１１７２に隣接して配置されたガイドウィング１１６２は、接触面１１８
８でウェブ１１３８に作用する。その結果、雌封入要素１１３０のウェブ１１３６，１１
３８は、それぞれ、雄封入要素１１３２のウェブ１１５２，１１５４に横方向に押圧され
る。
【００３５】
　閉塞位置では、ガイドウィング１１６０，１１６２をウェブ１１３６，１１３８に作用
させることにより封入手段１１０２のシール作用が向上する。付加的接触面１１８６，１
１８８は付加的シールとなる。そのうえ、係合するウェブ１１３６とウェブ１１５２との
間のシールが、二つの部材の間の圧力の上昇のため向上する。同じ理由から、係合するウ
ェブ１１３８とウェブ１１５４との間のシールが向上する。
【００３６】
　図２８，２９は、それぞれ非閉塞および閉塞位置で描かれた付加的実施例を示す。この
実施例は、図２６，２７に開示された実施例とほぼ類似している。この実施例も同様に、
雌封入要素１２３０のベース部分１２３４から延出するスプリング部材１２４４を含む。
図２９に最も分かりやすく図示されているように、二つの実施例の間の主な相違は、この
実施例のガイドウィング１２６０，１２６２が主として雌封入要素１２３０の雌フック部
分１２４０，１２４２に作用するように変形されていることである。雌フック部分１２４
０，１２４２に作用することにより、雌フック部分は横方向以外の角度で雄フック部分１
２５６，１２５８に押圧される。この特徴を実現するため、この実施例のガイドウィング
１２６０，１２６２は、図２６，２７に開示された実施例のガイドウィング１１６０，１
１６２と比較して、短いか、ウェブ１２５２，１２５４に近接するか、これらの組合せで
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ある。
【００３７】
　図３０は概して、容器を画定するフィルム１３０４に対する雌および雄封入要素１３３
０，１３３２の配置を示す。雌および雄封入要素１３３０，１３３２は、ベース部分１３
３４，１３５０をそれぞれ含む。ベース部分１３３４，１３５０は、それぞれ雌および雄
封入要素１３３０，１３３２をフィルム１３０４の同じ側へ装着する。これは、雌および
雄封入要素１３３０，１３３２の一般的な構成である。この構成の結果、図１に図示され
た容器となる。本発明のある実施例では、図示された実施例と異なり、雌および雄封入要
素１３３０，１３３２がフィルム１３０４に一体的に形成されることに言及すべきである
。この構造では、フィルム１３０４と雌封入要素１３３０と雄封入要素１３３２とは一体
的に単体を形成する。
【００３８】
　図３１は、図３０の構成の変形を示す。この実施例では、雌および雄封入要素１４３０
，１４３２はフィルム１４０４の反対側に配置されている。この構造は、電線を電気絶縁
するか電線の束を結束するのに使用できる。さらに、雌および雄封入要素１４３０，１４
３２はシールされた封入部となるため、この構造はフレキシブルストローの形成にも使用
できる。
【００３９】
　スプリング部材はウェブに設けられてもよい。図３２を参照すると、スプリング部材１
５４４はウェブ１５３８に設けられてウェブ１５３８から内側に延出している。この実施
例では、スプリング部材１５４４はほぼ水平方向に、ウェブ１５３８に対してほぼ垂直に
延在する。この実施例では、図３２に見られるようにスプリング部材１５４４はフック部
分１５５８と嵌合する。他の実施例では、スプリング部材はウェブに対して他の角度で延
在し、ウェブから内側または外側に延出する。そのうえ、スプリング部材は、ウェブ１５
３６，１５５２，１５５４などの他のウェブまたはガイドウィング１５６０，１５６２に
設けられるか、これらの組合せであるか、ここに開示される他の実施例との組合せである
。
【００４０】
　スプリング部材は、他の封入手段または締結ストリップに使用されてもよい。例えば、
スプリング部材は、米国特許第３，８０６，９９８号に記載された「矢じりタイプ」また
は「リブ・溝」締結ストリップ、米国特許第５，６６４，２９９号に記載された「輪郭」
締結ストリップ、米国特許第５，００７，１４３号に記載された「ローリング動作」締結
ストリップに使用されてもよい。
【００４１】
　例えば、係合締結ストリップは、米国特許第３，８０６，９９８号および図３４に図示
された変形に記載された「矢じりタイプ」または「リブ・溝」締結ストリップを包含して
もよい。図３４を参照すると、雌締結ストリップ１７３６は、ベース１７３４とウェブ１
７３６，１７３８とフック部分１７４０，１７４２とを含む。雄締結ストリップ１７３２
は、ベース１７５０とウェブ１７５２とフック部分１７５６，１７５８とを含む。図３４
において、フック部分１７４０，１７４２，１７５６，１７５８が相互に接触しないよう
に、締結ストリップ１７３２，１７３６は緩い。他の実施例では、締結ストリップは、米
国特許第３，８０６，９９８号に記載された締結ストリップと一層類似した外観を持つ。
【００４２】
　図３５を参照すると、締結ストリップはスプリング部材１８４４を含む。この実施例で
は、スプリング部材１８４４はベース１８３４に設けられてフック１８５８に作用する。
スプリング部材１８４４によりフック部分は相互に接触して良好なシールとなる。他の実
施例では、スプリング部材１８４４は、いずれかの締結ストリップか両方の締結ストリッ
プに設けられる。また、他の実施例では、スプリング部材は、ウェブ１８３６，１８３８
，１８５２またはベース１８５０など、他の箇所に設けられてもよい。
【００４３】
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　封入手段は、使用目的に合わせて多様な形状で製造することができる。封入手段は、周
知の方法のいずれかの使用により容器に接続される。例えば、熱電気手段が封入手段の雄
および雌封入要素と接触状態でフィルムに形成されて、フィルムを介して熱を伝達し、フ
ィルムと封入要素のベース部分との境界面に溶融を生じさせてもよい。適当な熱電気手段
は、加熱回転ディスク、移動バンドヒータ、抵抗加熱スライドワイヤなどを含む。フィル
ムと雄および雌封入要素との間の接続を、ホットメルト接着剤、境界面への高温空気ジェ
ット、超音波加熱、他の周知の方法の使用によって実現してもよい。フィルム材料への雄
および雌封入要素の接合は、フィルムがＵ字形に畳まれてバッグを形成する前と後のいず
れにおいて実施されてもよい。いずれにしても、このような接合は、従来の熱切断による
エッジにおけるバッグの側方シールに先立って行われる。雄および雌封入要素は通常、相
互に対して略平行関係でフィルムに配置されるが、これは使用目的に左右される。
【００４４】
　図３０，３１に図示された構成が本発明の開示実施例すべてに適用されてもよいことに
言及すべきである。
【００４５】
　ここに引用された出版物と特許出願と特許とを含むすべての引例は、各引例が参考とし
て取り入れられると個別かつ明確に指示され、その全体がここに提示されている場合と同
じ程度、参考としてここに取り入れられる。
【００４６】
　本発明の記載内容（特に以下の請求項の内容）での“ａ”、“ａｎ”、“ｔｈｅ”の語
および同様の表記の使用は、他に指示されるか内容から明らかに矛盾しないかぎり、単数
と複数の両方を含むものと解釈される。“ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ（包含する）”、“ｈａ
ｖｉｎｇ（持つ）”、“ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ（含む）”、“ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ（含有
する）”の語は、他で指示されない限り、開放型の語（つまり“ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ，　
ｂｕｔ　ｎｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ（を含むがこれに限定されない）”として解釈さ
れる。ここでの数値の範囲の記載は、他に指示されない限り、範囲に含まれる各個別値を
個々に言及する省略法であり、各個別値は、個別に記載されたかのように明細書に含まれ
るものとする。ここに記載されるすべての方法は、他に指示されないか、さもなければ内
容から明らかに矛盾しないかぎり、適当な順序で実施することができる。ここに提示され
るすべての例または例示的表現（例えば“ｓｕｃｈ　ａｓ（など）”）は、本発明をより
明らかにするためのもので、他に主張されない限り本発明の範囲に限定を加えるものでは
ない。明細書のいかなる表現も、本発明の実施に不可欠な非請求要素を示すものとして解
釈されるべきである。
【００４７】
　本発明を実行するための発明者に周知の最適の態様を含めて、本発明の好適な実施例に
ついて記載した。これらの好適な実施例の変形は、以上の説明を読めば、当該技術の通常
の技量を有するものには明らかになるだろう。発明者は、熟練技術者がこのような変形を
適切なものとして採用すると予想し、発明者は明記された形以外で発明が実施されてもよ
いと考えている。したがって、適用法で認められているように、本発明は、添付の請求項
に記載された主題の変形および均等物をすべて含む。さらに、他に指示されるか、さもな
ければ内容から明らかに矛盾しないかぎり、可能なあらゆる変形における上記要素の組合
せは本発明に包含される。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明による封入手段を含むフレキシブル容器の斜視図である。
【図２】本発明による封入手段の一実施例の、非閉塞位置で描かれた図１の２‐２線にお
ける断面図である。
【図３】閉塞位置で描かれた図２の封入手段の断面図である。
【図４】本発明による封入手段の一般的な閉塞手順を示す、図２に図示された本発明の実
施例の断面図である。
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【図５】本発明による封入手段の一般的な閉塞手順を示す、図２に図示された本発明の実
施例の断面図である。
【図６】本発明による封入手段の一般的な閉塞手順を示す、図２に図示された本発明の実
施例の断面図である。
【図７】本発明による封入手段の一般的な閉塞手順を示す、図２に図示された本発明の実
施例の断面図である。
【図８】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図９】閉塞位置で描かれた図８の封入手段の断面図である。
【図１０】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図１１】閉塞位置で描かれた図１０の封入手段の断面図である。
【図１２】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図１３】閉塞位置で描かれた図１２の封入手段の断面図である。
【図１４】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図１５】閉塞位置で描かれた図１４の封入手段の断面図である。
【図１６】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図１７】閉塞位置で描かれた図１６の封入手段の断面図である。
【図１８】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図１９】閉塞位置で描かれた図１８の封入手段の断面図である。
【図２０】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図２１】閉塞位置で描かれた図２０の封入手段の断面図である。
【図２２】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図２３】閉塞位置で描かれた図２２の封入手段の断面図である。
【図２４】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図２５】閉塞位置で描かれた図２４の封入手段の断面図である。
【図２６】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図２７】閉塞位置で描かれた図２６の封入手段の断面図である。
【図２８】非閉塞位置で描かれた封入手段の別の実施例の断面図である。
【図２９】閉塞位置で描かれた図２８の封入手段の断面図である。
【図３０】本発明による封入手段の断面図であり、雄および雌封入要素はフィルムの同じ
側にある。
【図３１】本発明による封入手段の断面図である、雄および雌封入要素はフィルムの反対
側にある。
【図３２】封入手段の別の実施例の断面図である。
【図３３】フックが相互に接触していない封入手段の断面図である。
【図３４】嵌合が緩い封入手段の断面図である。
【図３５】封入手段の別の実施例の断面図である。
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